






はじめに 

乳児ビタミンK欠乏性出血症の予防対策として,ビタミンK製剤の予防投与が提言されてい

る。我々はビタミン Kのより合理的な投与スケジュールの確立と,また本症の発症前診断を

目的として,1984 年 4 月より熊本県下において,1 ヵ月乳児を対象に PIVKA-Ⅱ(Protein 

Induced by Vitamin K Absence or Antagonist-Ⅱ)のスクリーニングを実施してきた。本

研究の中間結果については,すでに報告している。今回は,現在までの被検件数約 2万名に

ついて,栄養法,またはビタミン K の投与別による 1ヵ月乳児のビタミン K 欠乏状態につい

て検討したので報告する。 


